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traverses  新建築学研究第 3号

バーミアンの大仏の速破破壊が予兆であった。 11thSeptemberの

テロは既に計画されていたのである。

ガンダーラと京都大学の関係は深い。京大隊は、何次にもわ

たって発堀を続けてきたのである。しかし、インド・パキスタン

の分離独立以降、イスラームを国教とする国に属することになっ

た地域で仏教遺跡を発掘する危うさは以前から指摘されてきたと

ころでもある。偶像を禁じられているムスリムにとって、仏像な

どの遺産はほとんど意味をもたないのである。世界史的遺産と

いってもそれが通じない、切羽詰まった現実がこのテロの背景に

はあるのである。

それにしても世界貿易センター (WTC)の一瞬の崩壊は世界

中の建築界にとってショックであった。巨大なジェット機が超高

層ピルに突撃することなど誰もが予想しなかったことである。こ

の事態は、建築設計の思想、理念、方法をめぐって、最も深いと

ころで受け止められるべきであろう。それにしても、テロリスト

のひとりが建築、都市計画を学び、歴史的な都市遺産についての

論文を書いた人物であったことは何かを暗示するのであろうか。

日本の構造改革の行方は未だ見えない。建築学の行方をめぐっ

ても議論は必ずしも煮詰まらない。しかし、地に足をつけた論考

こそがいつでも基本である。そして、真摯な議論の持続がtraverse

の指針である。

布野修司／編集委員会
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『Trave「se一新建築学研究』創刊の辞

京都大学「建築系教室Jを中心とするグループを母胎として、その多彩な活動を支え、表現

するメディアとして『Traverse一新建築学研究』を創刊します。『新建築学研究』を唱うのは、

言うまでもなく、かっての『建築学研究』の伝統を引き継ぎたいという思いを込めてのことで

す。『建築学研究』は、 1927(昭和2)年5月に創刊され、形態を変えながらも 1944(昭和19)

年の 129号まで出されます。そして、戦後1946(昭和 21)年に復刊されて、 1950(昭和25)

年156号まで発行されます。数々の優れた論考が掲載され、京都大学建築学教室の草創期より、

その核として、極めて大きな役割を担ってきました。この新しいメディアも、 21世紀へ向け

て京都大学「建築系教室」の活動の核となることが期待されます。

今日、研究成果の発表の場は、『建築学研究』のころとは比較にならない程多く，• 新たなメ

ディアの創刊は屋上屋を重ねるように思えるかも知れません，しかし、発表の場が分散化する

ことによって、京都大学「建築系教室」の全体像が見失われてきているという危惧も増しつつ

あります。創刊の動機のひとつには、お互いの仕事を相互にコミュニケートし、相互に批判し

会う場を京都大学「建築系敦室」としてもちたいという願いがあります。

もうひとつの動機として、この間の国際化のめまぐるしい進展があります。外国からの留学

生も増え、諸外国の大学、研究所から学術交流を求められる機会も増えつつあります。京都大

学「建築系教室」の活動成果を全体として表現することが必要とされます。自由に相互批判で

きる湯をもち世界へ発信するメティアをもつことによって、広く開かれた湯での評価を高め

ることへつながると思います。

今日のメディアを支える技術の発展にはめざましいものがあります。メティアの形態も様々

な形を模索したいと考えます。学生たち、若い世代にとっても魅力的な場でありたいと考えま

す。いずれにせよ、どこからアクセスしても京都大学の「建築系教室」の仕亭がくつきり浮か

び上がる必要があります，

「建築学の研究範囲は、総ての学術の進歩に伴ひ、極めて広汎なものとなって来た。その

研究題目も微にいり紹に渉って、益々広く深くなってきた。」と既に『建築学研究』の創刊

の言葉（武田五ー）にもあります。領域の拡大と専門分化はさらに進展しているのが今日の

状況です。問題は建築をめくる大きな證論をする場が失われつつあることです。この新し

いメディアは予め餓定された専門分野に囚われず、自由で横断的な朧諭の場を目指したい

と思います。「Traverse」という命名にその素朴な初心が示されています。

Preface -on publication of new media " 

Tt・averse - Shin-Kenchikugaku-Kenkyu (New Architectural Studies)" 

Naw, we. members of School of Archrtecture and Building Sciences-l(yoto University, start to 

publish "Traverse---Shin-Kenchikugaku-Kenkyu" as the media. which suppo討ouractivities and 

represent ou「researchwo「k.The name of "Ne炉 "Kenchikugaku-Kenkyu"is derived from the fo「me,

底 nsac廿on "Kenchikugaku-Kenkyu" that started in May 1927 and continued to逸 publisheduntil 

1950 in spi記 olin'terruption during the wartime.''l'(enchikugaku-f(en灼u"played i「nportantroles to 

develop the architsctural lcnowiedge in Japan during the early period of Architecture and Building 

Sciences, f(yoto Unive「siiyWe hope to take over the glorious甘adせiono'f Kenchilcugaku-Kenlぐyu.This 

new media is expected to be a co「eof various act硫iestowards !he 2 -1st century 

Sorneone mighi think re is not necessary to publish another media any mo「ebecause we have 

many proceedings and magazines for a代ic:esin terms of research works today. H改諏er,we are 

concerned a bout the divers恥yof our field that leads to loss of unity of our school /'-re we losing the 

total view of our 2ctivities? What we intend to do is to rebuild ihe place to communicate and critic底

each o'her'f「eeiyin the center o'f Schoo, o'f J¥rchitecture and Building Sciences. Kyoto Uni'/8『S切

One of the o判ec'tivesis to announce our achievemenis globally. It is indispensa b:e to operi 

our view to a wider・field in the age of globalization when we accept many fo「eignstudents ancl often 

receive aがoposaiof international exchanges. VVe dare to say, we will be accredited as a,1 opinion 

leader甘 "Traverse"is widely accepted 

The rapid development of information tee hnologies is helping us to comm uni図 tewith vanous 

univers化iesand institutes easily. "Traverse" is available to anyone and any place through Internet 

homepage. which welcome the active students 

Finally, the name of "Traverse" itse行eゅressesan aim to publish this transaction. Our fields 

are becoming wider and wider, and more and more complicated. We should never lose an opportunrむI

for discussion of broad subjects in architecture. To discuss freely beyond each discipline is our naive 

intention in the beginning 
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編集後記

traverseは3号を迎えました。京大の創立記念日 6月18日の

発行を予定していましたが，それよりも3ヶ月余り遅れる結

果になってしまいました。何を言っても言い訳になります

が，本号でも取り上げた外部評価の業務に，＾複数の編集ス

タッフが一時期“専念”したことも少しは影響しているかも

知れません。しかし同時に，外部評価はtraverseの意味を再

確認する機会にもなったと思います。

traverse創刊の目標に一歩づつ近づくために，内容，形式，編

集体制など考えるべきことは多く，まだまだ試行錯誤の状況

です。また，今回も大学院生の協力を得たことを記しておき

たいと思います。

読者の皆さんの忌憚ないご意見をいただければ幸いです。

石田泰一郎／編集委員会

Note from the Editors 

This third issue of traverse was first planned to be published on 

June 18th, the anniversary of Kyoto University How匂 er,we ended 

up publishing it th「eemonths behind schedule. The fact that a 

part of our editorial staff was temporarily taken up by the task for 

the external evaluation might have had some influences. H<YNeve[ 

at the same time, we found out that the external evaluation gave 

us an opportunity to reconfirm the primary meaning of traverse 

Many things such as the contents, styles, or editorial system 

should be improved to accomplish our ob」ectiveof publishing 

traverse. However, we are still in the period of trial and errm Let 

us also add that this issue also could not have been completed 

without the cooperation of our graduate students 

We welcome any suggestion from「eaders.

T. Ishida / Editorial Committee 
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